
西大和リハビリテーション病院
2024年度回復期リハビリテーション病棟

診療実績【回復期リハビリテーション病棟149床】 2024年4月～2024年9月

入院数・・・233件 退院数・・・221件

施設基準：回復期リハビリテーション病棟入院料1

FIM(日常生活活動の検査法) 2024年4月～2024年9月

点数が高い程、日常生活の自立度が
高いことを示します。

全国平均FIM利得［2022年度］：24.3

FIM利得とは、入院時と退院時のFIMの差
になります。すなわち、日常生活の改善の程
度となります。

回復期リハビリテーション病棟の実績指数 2024年4月～2024年9月

43.4
入院期間中にどれだけ効率的に日常生活活動を改善
できたか、リハビリテーションの質を示す指標です。

高い程、リハビリテーションの質が高いことを示します。

当院では、最も高い基準(40)以上となっています。

FIM利得
29

在宅復帰率 2024年4月～2024年9月

自宅等へ退院された患者さまの割合です。
回復期リハビリテーション病棟1の施設基準では、70%以上が求められます。

89.2%
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入院患者さまの疾患別割合 2024年4月～2024年9月

重症者割合 2024年4月～2024年9月

回復期リハビリテーション病棟1の施設基準では、入院患者様の内、40%
以上の重症患者さまの入院を受け入れる必要があります。

重症者改善率 2024年4月～2024年9月

回復期リハビリテーション病棟に入院した重症患者様のうち、退院時の日常生活
活動が一定以上改善した患者さまの割合です。

回復期リハビリテーション病棟1の施設基準では、30%以上の重症者改善率を有
する必要があります。

67.9%

59.2%

脳血管疾患等の発症後・手術後又は
義肢装着訓練を要する状態

運動器の骨折の発症後又は手術後

外科手術又は治療時の安静による
廃用症候群

股関節又は膝関節の置換術後

脳血管疾患等: 脳血管疾患、脊髄損傷、頭部
外傷、くも膜下出血のシャント術後、脳炎等

運動器：大腿骨、骨盤、脊椎、股関節、膝関節

脊椎、股関節などの神経、筋、靭帯損傷後
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